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1開会あいさつ（6分程度）

2出席議員の紹介（4分程度）

3議会報告（質疑応答を含む）

①議会改革の取り組みについて(10分程度）

②議員定数と特別職等退職金について（15分程度）

③山頭火ふるさと館の整備について（20分程度）

④その他の条例。予算等について（20分程度）

市葬儀所の存続について

プール建設について

柔道着の決議とその後について

不当要求等防止対策委員会専門員について

戦没者追悼式の請願について

ア
イ
ウ
工

オ

意見・提言（40分程度）4

5閉会あいさつ（5分程度）
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①議会基本条例に基づく議会改革一覧表（平成24年度） 平成25年4月

|No.|該当条文 項目 進捗状況又は実績

議会報告会 ･地域自治会連合会と共催し、15地域で実施(5月14日～22日)。報告会で出された意見

等への回答をまとめ、HPへ掲載。概要は、議会だよりに掲載。

･議会概要報告会を市自治会連合会理事会で毎議会後に実施。

第7条1 継続

議会概要報告会 継続

第7条｜議案に対する賛否の公表
第7条｜インターネット中継

会議録、議会ホームページ及び議会だよりに掲載。（平成23年3月議会から）

一般質問をライブ及び録画中継。（平成23年6月議会から）現在、本会議に拡大。

２
－
３

職
一
微

第9条 議会懇談会 ･市民団体、市民から申込みによる懇談会（2団体）

a)地吉林道地権者共有会(平成24年7月3日)b)野島･島づくり協議会(9月1日）

4 継続

51第10条｜質問席の設置 ､質問席を設け、一般質問において執行部と対面で実施。（平成23年6月議会から）｜継続

決算資料第12条 ･決算の成果報告書の記述をより詳細にするよう求める。

(委託先の業者名、事業箇所、内訳、歳入、財政分析など）

6 継続

｜
樫

’

予算参考資料

予算委員会の設置

議員間討議

･予算参考資料は事業別の説明書とし、財源等の記載を求める。

･一般会計予算は、議長を除く全議員を構成員とする予算常任委員会を設置。

･委員会で8回実施。修正案等を提出。

条
条
一
一
瓢

２１第７
－
８
－
９

継続

継続

継続

政策討論会 ･中小企業振興基本条例の制定について、1月16日開催。条例制定へ向け、協議会を設

置するため各会派から委員を選出。

･議会改革を継続的に取り組む組織として、平成24年度中に15回開催。

･今後の委員会のあり方、議員研修会、議会報告会の準備.まとめ等を協議。

第15条 継続10

議会改革推進協議会第19条 継続11

｜
蛆
一
昭

･議会モニターの意見等に回答。1月28日議会モニターと議員との意見交換会を実施。

･上越市議会議長を講師に上越市の議会改革について研修。市民に公開。

第20条｜議会モニター
第21条｜議員研修会

鵬
一
締

ローゼーー毎』

’
､議会改革、議会基本条例に関して他議会の視察受け入れ、16市議会140名。

.「日経グローカル」誌の評価で、議会改革度全国804市区(781市．23区)中16位。

視察受け入れ

日本経済新聞の評価

ノ



平成24年6月議会

②
議
員
定
数
と

特
別
職
等
退
職
金
に
つ
い
て

議
員
提
案
で
提
出
し
ま
し
た
。
市
民
感
覚
か
ら

す
れ
ば
高
額
す
ぎ
る
《
な
ど
の
賛
成
意
見
、
及

び
、
議
会
か
ら
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
、
性
急

に
結
論
を
出
す
必
要
は
な
く
、
も
っ
と
審
議
す

べ
き
だ
、
等
の
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
賛

否
恥
６
）

今
年
、
月
川
日
に
実
施
さ
れ
る
市
議
会
議
員

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

正
案
を
議
員
提
案
で
提
出
し
ま
し
た
。
防
府
市

の
議
員
定
数
は
類
似
都
市
に
比
べ
決
し
て
多
く

は
な
く
む
し
ろ
少
な
い
、
議
員
の
い
な
い
地
域

も
発
生
し
て
お
り
こ
れ
以
上
議
員
を
減
ら
す
こ

と
は
問
題
が
あ
る
、
等
の
反
対
意
見
も
あ
り
ま

■
議
員
定
数
を
削
減

實
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
賛
否
伽
５
）

を
、
職
員
と
同
じ
比
率
に
す
る
条
例
訓
田
案
温

管
理
者
及
び
常
勤
の
監
苣
委
員
の
掴
嗣
回
調
当

■
市
長
ほ
か
特
別
職
等
の
退
職
手
当
を
減
額

１
１Ｉ
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
上
下
水
道
事
業

議
員
定
数
削
減
と
合
わ
せ
て
、
市

長
等
特
別
職
と
教
育
長
の
退
職
金

を
引
き
下
げ
た
。

議
員
定
数
を
”
人
か
ら
路
人
と
す
る
条
例
改

工 平成25年3月議会

■
条
例
改
正
案
反
対

山
根
祐
二
（
公
明
党
）
市
民
感
覚
か
ら
特
別

職
等
の
退
職
金
は
多
く
、
一
般
職
員
と
同
様
の
一

比
率
に
す
る
昨
年
の
条
例
改
正
は
、
全
国
に
先
一

駆
け
、
市
民
感
覚
に
沿
っ
た
判
断
。
昨
年
の
改
一

正
前
に
類
似
す
る
額
に
戻
す
こ
と
は
反
対
。

田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
市
長
退
職
金
は

官
選
の
な
ご
り
で
、
戦
後
改
革
の
積
み
残
し
と

し
て
廃
止
す
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る
。
特
別
職
一

等
の
退
職
金
は
大
臣
よ
り
５
割
多
い
支
給
率
。
一

吉
村
弘
之
（
明
政
会
）
昨
年
改
正
以
前
の
退
一

職
金
は
、
防
府
市
の
民
間
の
退
職
金
を
大
幅
に
一

上
回
り
、
市
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

市
民
感
覚
と
し
て
は
、
一
般
企
業
の
役
員
退
職

金
を
大
幅
に
上
回
る
改
正
を
望
ん
で
い
な
い
。

木
村
一
彦
（
日
本
共
産
党
）
４
年
ご
と
の
数
一

千
万
円
の
退
職
金
は
、
市
民
感
覚
か
ら
み
て
高

す
ぎ
る
。
市
職
員
を
や
め
て
特
別
職
に
な
る
場

合
、
市
職
員
の
退
職
金
と
特
別
職
の
退
職
金
を
一

も
ら
う
の
も
問
題
。

’
一

■
条
例
改
正
案
賛
威

今
津
鰄
一
（
和
の
会
）
報
酬
審
議
会
で
検
討

さ
れ
、
現
在
の
市
長
等
の
退
職
金
は
他
市
と
比

較
し
て
著
し
く
低
額
で
、
昨
年
の
改
正
前
の

旧
％
の
減
額
が
適
当
と
答
申
さ
れ
た
。
市
民
感

情
と
い
う
非
理
性
的
で
っ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い

尺
度
で
は
感
情
的
な
議
論
と
な
る
。
昨
年
の
改

正
は
、
市
長
等
の
退
職
金
を
国
家
公
務
員
や
市

職
員
に
な
ら
い
、
著
し
い
削
減
と
な
り
、
任
期

４
年
の
市
長
等
を
総
理
大
臣
や
市
一
般
職
員
と

混
同
し
、
全
国
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
。

一
市
長
等
特
別
職
と
教
育
長
の
退
職
金
一

平成24年6月改正前後の特別職等退職金(在職4年)の比較
改正後改正前

3,866,880円21,888,000円市長

副市長 3,158,800円14,304,000円

2,756,000円上下水道事業管理者

教育長

監査委員

8,424,000円

2,756,000円8,424,000円

5,366,400円 2,370,160円

－2－



一
■
新
年
度
一
般
会
計
予
算
の
山
頭
火
ふ
る
さ
と

会
館
整
備
事
業
に
関
す
る
附
帯
決
議

議
「
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
」
建
設
の
墓
本
計
画
策

明
定
を
新
年
度
に
予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

年
建
設
あ
り
き
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

羽
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
の
「
山
頭
火
の
部
屋
」
の
検
証
、

成
一
次
資
料
の
購
入
・
寄
贈
学
芸
員
の
配
置
等

平
の
運
営
体
制
、
運
営
経
費
、
用
地
の
確
保
な
ど

の
検
討
が
不
十
分
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
墓

本
計
画
に
着
手
す
る
こ
と
は
、
拙
速
で
す
。

墓
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
市
民
、
関

係
団
体
等
及
び
議
会
と
充
分
な
協
議
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
。
（
全
会
一
致
で
可
決
）

③
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
整
備
に
つ
い
て

平成18年5月市長選挙

平成21年4月（仮称)山頭火ふるさと館

設置検討協議会発足

平成22年1月基本構想報告書

②
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
事
業

土
地
購
入
に
係
る
経
費
と
し
て
約
４
千
４

会
百
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
案
が
提
案
さ

議
れ
ま
し
た
。
全
国
随
一
の
山
頭
火
の
顕
彰
・

明
交
流
施
設
、
自
由
律
俳
句
の
一
大
拠
点
に
ふ

年
さ
わ
し
ぃ
施
設
と
す
る
た
め
に
は
、
購
入
予

鯏
定
地
の
形
状
が
長
細
く
面
積
が
小
さ
い
の

平
で
、
建
物
が
土
地
形
状
、
面
積
に
制
限
さ
れ
、

十
分
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
な
い
。

ま
た
、
駐
車
場
も
確
保
で
き
な
い
の
で
、
場

所
等
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
要
す
と
の
理
由

で
、
こ
れ
に
係
る
経
費
を
全
額
削
除
す
る
修

正
案
を
議
員
提
案
で
提
出
し
ま
し
た
。
山
頭

火
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
か
ら
、
建
設
が
遅
れ

れ
ば
、
資
料
収
集
に
困
難
が
生
じ
か
ね
な
い

と
い
う
切
実
な
話
を
聞
き
、
こ
の
時
期
を
逃

し
て
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。
宮
市
本
陣

兄
部
家
の
焼
け
残
っ
た
蔵
や
庭
な
ど
を
含
む

敷
地
が
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
と
の
防
府
市
に
と
っ
て
大
変
う

れ
し
い
報
道
が
９
月
旧
日
に
あ
り
、
そ
こ
に

隣
接
す
る
候
補
地
は
適
地
で
あ
る
と
の
反
対

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
修
正

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
賃
否
恥
２
）

L

－

成
論
さ
れ
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
関
連
経
費
を
削
除
す
る
修
正
案
を
可
決
し
、
退
職
金
を
再
び

一
山
輪
廻
需
空
率
密
雲
啼
轆
鰈
需
》
を
否
決
し
ま
し
た
。
本
会
議
の
賛
否
の
討
論
を
紹
介
し
ま
す
。

と
を
訪
れ
た
時
に
、
見
た
い
の
は
施
設
の
規
模

会
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
整
備

》
關
團
市
長
等
特
別
職
と
教
育
長
の
退
職
金

路
３
月
議
会
で
は
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
予
定
地
、
特
別
職
等
の
退
職
金
に
つ
い
て
謹

■
原
案
賛
成
や
豪
華
さ
で
は
な
く
、
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ

山
下
和
明
（
公
明
党
）
山
頭
火
ふ
る
さ
と
会
る
街
並
み
等
で
あ
り
、
今
の
計
画
地
が
最
適
。

の
ご
意
見
は
、
候
補
地
に
満
足
で
は
な
い
が
、
天
満
宮
や
う
め
て
ら
す
と
の
相
乗
効
果
も
あ

こ
み
ち

早
期
の
建
設
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
土
地
の
形
る
。
計
画
地
は
萩
往
還
、
山
頭
火
の
小
径
と
つ

状
に
意
見
も
あ
る
が
、
観
光
施
設
と
い
っ
た
面
な
が
り
、
隣
の
兄
部
家
は
将
来
再
建
さ
れ
る
べ

を
考
慮
す
れ
ば
、
う
め
て
ら
す
と
の
距
離
や
隣
き
文
化
財
で
あ
り
、
門
前
囮
の
賑
わ
い
を
取
り

一
こ
う
ぺ

一
接
の
兄
部
家
の
復
元
も
想
定
し
、
ふ
さ
わ
し
い
戻
す
観
光
地
と
な
る
。

■
修
正
案
賛
成

松
村
学
（
明
政
会
）
こ
の
土
地
で
な
い
と

建
て
な
い
と
関
係
者
を
圧
迫
す
る
市
長
の
や
り

方
は
理
解
で
き
な
い
。
今
ま
で
の
基
本
計
画
を

市
長
の
独
断
で
変
更
し
、
建
築
面
積
を
半
分
に

す
る
の
は
多
く
が
望
む
館
の
あ
り
方
か
ら
遠
ざ

か
る
も
の
。
議
会
は
建
設
反
対
で
な
く
、
複
数

の
候
補
地
を
指
摘
し
て
き
た
。
市
長
が
こ
だ
わ

る
土
地
以
外
で
早
期
の
建
設
を
要
望
す
る
。
山

頭
火
ふ
る
さ
と
館
は
市
長
の
公
約
だ
が
、
今
の

場
所
で
な
い
と
建
て
な
い
と
言
っ
て
い
な
い
。

田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
土
地
の
形
状
が

長
細
く
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
と
指
摘
し

景
観
の
建
設
と
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

藤
村
こ
ず
え
（
和
の
会
）
山
頭
火
の
自
由
な

生
き
方
と
自
然
な
表
現
の
句
が
現
代
人
の
共
感

を
呼
ぶ
。
全
国
の
フ
ァ
ン
が
山
頭
火
の
ふ
る
さ

て
き
た
。
旭
月
議
会
で
議
会
と
執
行
部
が
協
議

す
る
旨
の
決
議
を
可
決
し
た
が
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
を
小
さ
く
す
る
修
正
計
画
が
３
月
に
示
さ

れ
、
協
議
す
る
時
間
も
な
か
っ
た
．
継
続
し
て

協
議
す
る
立
場
で
修
正
に
賛
成
す
る
。

木
村
一
彦
（
日
本
共
産
党
）
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

の
山
頭
火
コ
ー
ナ
ー
が
不
充
分
と
い
う
こ
と
が

発
端
で
あ
り
、
制
限
の
大
き
な
土
地
形
状
で
は

当
初
の
目
的
が
活
か
せ
な
い
。

＞
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平成24年12月議会一
■
原
案
實
成

山
根
祐
二
（
公
明
党
）
土
地
の
形
状
に
意
見
こ
み
ち

も
あ
る
が
、
天
満
宮
近
く
で
、
山
頭
火
の
小
径

に
隣
接
し
、
土
地
所
有
者
の
売
却
の
意
思
も
確

認
で
き
て
い
る
。
施
設
の
建
築
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
意
見
を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

藤
村
こ
ず
え
（
和
の
会
）
敷
地
が
縦
長
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
ト
リ
ッ
キ
ー
さ
が
来
館
者
の
興

味
を
引
く
構
造
に
な
る
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
身

障
者
用
も
含
め
５
台
だ
が
、
天
満
宮
や
う
め
て

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

■
修
正
案
賛
成

松
村
学
（
明
政
会
）
建
設
に
反
対
で
は
な

い
が
、
土
地
の
形
状
、
面
積
の
他
、
車
の
出
入

等
の
交
通
安
全
対
策
な
ど
問
題
。
表
参
道
の
土

地
や
空
店
舗
を
活
用
す
る
方
法
も
あ
る
。
脚
謡

工
事
費
５
億
円
、
維
持
管
理
費
が
毎
年
２
千
万

円
赤
專
と
言
わ
れ
、
観
光
振
興
だ
け
で
な
く
、

商
店
街
活
性
化
、
生
涯
毒
習
等
そ
れ
に
見
合
う

だ
け
の
効
果
が
あ
る
と
市
民
に
説
明
で
き
る
の

か
。
土
地
の
再
検
討
を
求
め
る
。

田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
常
設
展
示

１
１
２
前
、
企
画
・
特
別
展
示
印
前
で
は
、
狭

９
月
議
会
に
引
き
続
き
胞
月
議
会
で
も
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
予
定
地
を
め
ぐ
っ
て
活

発
な
議
論
が
さ
れ
、
場
所
の
再
検
討
を
理
由
に
、
関
連
経
費
を
削
除
す
る
修
正
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遅
滞
な
い
建
設
の
た
め
、
執
行
部
が
市
議
会
と
協
議
し
、

３
月
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

整
備
予
定
地
の
形
状
・
面
積
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
、
観
光
と
の
関
係
な
ど
、
整
備
予

定
地
の
場
所
が
論
議
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
最
終
本
会
議
に
お
け
る
補
正
予

算
原
案
と
修
正
案
に
対
す
る
議
員
の
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

開
園
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
整
備

ら
す
と
の
回
遊
性
を
持
た
せ
、
観
光
面
の
活
性

化
に
な
る
。
施
設
の
大
き
さ
で
は
な
く
、
取
り

組
み
に
よ
っ
て
館
の
よ
さ
が
決
ま
る
。
平
成
溺

年
が
生
誕
１
３
０
年
で
あ
り
、
１
日
も
早
い
建

設
を
希
望
す
る
。

す
ぎ
る
。
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
の
山
頭
火
の
部
屋
が

帥
前
、
文
化
財
郷
土
資
料
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

が
１
８
０
㎡
、
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
の
展
示
ホ
ー
ル

は
４
５
０
㎡
。
土
地
の
形
状
が
細
長
く
、
余
り

に
も
狭
い
。
議
会
、
市
民
と
協
議
な
く
墓
本
計

画
を
作
る
こ
と
も
問
題
。

÷

■
市
は
市
議
会
と
協
議
を

Ｉ
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
事
業

山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
に
設
置
さ
れ
た
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
検

討
協
議
会
に
お
い
て
、
執
行
部
と
協
議
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
１
月
の
検
討
協
議
会
で
予
定
地

の
長
細
い
形
状
と
面
積
の
小
さ
さ
が
指
摘
さ

れ
、
執
行
部
は
土
地
に
こ
だ
わ
ら
な
い
形
で
墓

本
計
画
を
策
定
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
何
ら
の
説
明
・
協
議
も
な
く
、
８
月
の
検

討
協
議
会
等
で
、
墓
本
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
周
辺
の
土
地
購
入
が
な
い
た
め
、
長
細
く

面
積
は
小
さ
く
、
十
分
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
駐

車
場
が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
す
。
９
月
議
会

で
は
、
再
検
討
を
求
め
て
予
算
が
修
正
削
除
さ

れ
ま
し
た
。

但
月
定
例
会
で
も
、
同
様
に
修
正
削
除
さ
れ

ま
し
た
が
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
遅
滞
な
い

建
設
は
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
執
行
部
が
、
整
備
予
定
場
所
、
墓

本
計
画
等
に
関
し
て
、
市
議
会
と
胸
襟
を
開
い

て
協
議
し
、
次
の
３
月
議
会
に
は
提
出
す
る
よ

う
求
め
る
内
容
の
決
議
を
實
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。
（
賛
否
恥
４
）

↑

山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
検
討
協
議

会
が
発
足

市
議
会
の
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
検
討
協
議
会
が
１
月
羽
日
に

発
足
し
ま
し
た
。
合
後
、
執
行
部
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

－

市長が基本計画を大幅に修正する考えを表明＞

（平成25年2月15日の協議会で）

、

ダ

平成25年1月に

協議会を再度設置

－4－
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■
葬
儀
所
業
務
の
廃
止

継
続
審
苣
と
な
っ
て
い
た
葬
儀
所
業
務
を
廃

止
す
る
条
例
改
正
案
に
対
し
、
霊
き
ゅ
う
自
動

車
の
業
務
を
廃
止
し
、
葬
儀
所
業
務
の
改
善
を

図
る
修
正
案
を
議
員
提
案
で
提
出
し
ま
し
た
。

執
行
部
と
の
十
分
な
協
議
が
な
さ
れ
て
い
な

い
、
と
の
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
黄
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
賛
否
伽
１
）

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
及
び

斎
場
・
葬
儀
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

改
正
案
を
継
続
審
査

防
府
市
が
直
営
で
行
っ
て
い
る
葬
儀
所
業
務

を
廃
止
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
委
員
会
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、
黄
成

多
数
で
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
（
賛
否
恥
４
）

れ
ま
し
た
が
、
黄
成
少
数
で
否
決
。
４
月
か
ら

霊
き
ゅ
う
車
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
葬
儀
所
は

引
き
続
き
存
続
し
ま
す
。

（
Ⅵ
ぺ
Ｉ
ジ
表
の
賛
否
恥
１
を
参
照
）

■
葬
儀
所
業
務
は
存
続
へ

昨
年
３
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
市
葬
儀
所
廃

止
の
条
例
改
正
案
は
継
続
審
議
と
な
り
、
６
月

議
会
で
霊
き
ゅ
う
車
は
廃
止
し
、
葬
儀
所
は
残

す
修
正
案
を
實
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
■
■

葬
儀
所
廃
止
の
条
例
改
正
案
が
再
度
提
案
さ

ア
市
葬
儀
所
の
存
続
に
つ
い
て

÷ ／

一

再度、廃止案が出されるが否決 市葬儀所業務の

廃止案継続審査へ
廃止案を修正

（一部廃止して存続）

市では､地域住民の方の相互扶助で行われてきまし

た自宅葬儀への行政サービスとして､昭和15年から、

市葬儀所を開設し､霊枢車による遺体搬送､祭壇の貸

出､葬具類販売を行ってきました。

開設から70年余りが経過し､民間事業者数の増加

や民間事業者により多様なサービスが展開される中、

市葬儀所の利用者は､年々減少してきています。

1市葬儀所業務のご利用について

このような状況が続く中､市としては市葬

儀所業務のうち､霊枢車による遺体搬送業務

並びに祭壇のうち､特1号及び特2号の貸出業

務を廃止することにしました。

なお､防府市斎場｢悠久苑｣の式場等の施設

については､今までと変わりなく、ご利用で

きます。
－

利用

3月31日まで’4月1日以降
廃止または
継続の区分

内容 備考

ゴー曹一毎-

開ト
ャ

ヒ

ーー■ー 戸■ﾛ－－■

合

不可一
霊極車による

遺体搬送業務
4月1日以降は､民間事業者にご依頼ください。

一一一T一 ゴﾛ一一

。不可
繩
一
鵬
一
龍
一
猟

特1号については､4月1日以降､市斎場の式場
に常設し､式場利用者は無料で利用できます。

祭
壇
貸
出
業
務

廃止
令些戸

可

継続 可

葬具(棺､骨壺

等)の販売

※棺を購入する人は､棺の運搬の手配も合わ

せてお願いします。
継続 可※

2市葬儀所業務等の受付窓口について

市葬儀所及び市斎場の施設を利用する場合は、

下記へご相談ください。

●月～金曜(祝日を除く)午前8時15分～午後5時

市民課(4号館1階･云25-2109）

●土．日曜､祝日及び夜間

宿直窓□(a23-2111)

3その他

市では､市葬儀所業務の一部を廃止することに伴い、

｢葬儀のご案内｣(冊子)を作成しました｡希望者には､市

民課窓□において配付します｡(市ホームページにも掲

載していますのでご覧ください）

問合せクリーンセンター(公22-4742）

－5－
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一平成24年3月議会一
■
新
年
度
予
算
の
プ
ー
ル
建
設
事
業
に
関
す
る

附
帯
決
議

屋
内
温
水
プ
ー
ル
も
含
め
て
検
討
す
る
こ

と
、
プ
ー
ル
施
設
整
備
検
討
委
員
会
、
庁
内
検

討
委
員
会
等
の
協
議
内
容
を
詞
劃
口
調
劃
訓
劉

こ
と
、
今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
議

会
と
の
合
意
形
成
を
得
る
こ
と
、
を
旨
と
す
る

決
議
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
賛
否

池
型
）

④
‐
イ
プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て平成24年9月議会

こ
れ
に
対
し
、
行
政
は
屋
内
温
水
プ
ー
ル
化

ｌ
４
１
Ｎ
８
、
ｄ
ｑ
ｄ

念
頭
に
、
施
設
配
置
計
画
等
を
行
う
こ
と
。

あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
化
を

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

検
討
を
求
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
平
成
型
年
度
予
算
の
執
行
に
あ

た
っ
て
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
も
含
め
て
検
討
す

る
等
の
附
帯
決
議
を
行
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
プ
ー
ル
墓
本

設
計
及
び
実
施
設
計
業
務
委
託
経
費
の
執
行
に

建
設
の
動
向
は
屋
内
温
水
プ
ー
ル
が
主
流
に

卜
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
、
近
年
の
プ
ー
ル

■
市
民
プ
ー
ル
建
設
事
業
に
関
す
る
附
帯
決
議

教
育
民
生
委
員
会
は
所
管
事
務
調
査
で
新

プ
ー
ル
整
備
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
て
き
た
。

こ
の
中
で
、
屋
外
プ
ー
ル
と
屋
内
温
水
プ
ー
ル

を
比
較
す
る
と
、
コ
ス
ト
差
も
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
く
、
競
技
力
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
健
康

増
進
、
介
護
予
防
等
の
観
点
か
ら
も
年
間
を
通

じ
て
利
用
可
能
な
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
メ
リ
ッ

が
可
能
な
施

設
配
置
を
行

う
と
言
っ
て

い
る
の
で
決

議
を
提
出
し

な
く
て
も
い

い
と
の
反
対

意
見
が
あ
り
一

ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し

た
。
（
賛
否

伽
７
）
Ｉ
Ｉ
Ｌ
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、
、

平成24年6月議会

④
‐
ウ
柔
道
着
の
決
議
と

そ
の
後
に
つ
い
て

②
柔
道
着
及
び
保
管
ボ
ッ
ク
ス
の
配
備

議
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
教
育
委
員

会
は
５
７
０
着
の
柔
道
着
及
び
そ
の
保
管
庫

を
配
備
す
る
予
算
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ

の
着
数
で
は
、
全
員
に
渡
ら
ず
、
着
ま
わ
し

に
よ
る
衛
生
面
の
問
題
、
自
ら
購
入
す
る
生

徒
と
借
り
る
生
徒
が
生
ま
れ
、
い
じ
め
の
恐

れ
が
あ
る
、
な
ど
の
疑
義
か
ら
、
生
徒
全
員

に
貸
旨
で
き
る
着
数
（
１
，
３
０
０
着
）
に

増
や
す
修
正
案
を
議
員
提
案
で
提
出
し
ま
し

た
。
各
家
庭
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
柔
道
着

を
有
効
に
利
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
べ

き
、
と
の
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
黄

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
貧
否
伽
９
）

平成24年6月議会
④
‐
エ
不
当
要
求
等
防
止
対
策
④
‐
オ
戦
没
者
追
悼
式
の

委
員
会
専
門
員
に
つ
い
て
請
願
に
つ
い
て

①
不
当
要
求
等
防
止
対
策
委
員
会
委
員
の
専
門
一

員
（
弁
護
士
）
の
報
酬

３
月
議
会
で
否
決
し
た
予
算
で
す
が
、
再

度
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
委
員
会
総
務
分

科
会
よ
り
、
専
門
員
が
必
要
で
あ
る
か
を
審

査
す
る
た
め
、
秘
密
会
を
開
い
て
審
議
し
た

が
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

こ
れ
に
係
る
経
費
を
全
額
削
除
す
る
修
正
案

を
議
員
提
案
で
提
出
し
ま
し
た
。
年
間
弱
方

６
千
円
で
職
員
が
仕
事
を
し
や
す
く
な
る
の

で
あ
れ
ば
認
め
る
べ
き
だ
、
と
の
反
対
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、
修
正
案
は
實
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
（
賛
否
伽
８
）

な
お
、
修
正
部
分
に
つ
い
て
納
得
で
き
な

い
市
長
は
、
再
議
を
申
し
出
ま
し
た
。
審
議

し
た
結
果
、
實
成
少
数
（
出
席
議
員
の
２
／

３
で
可
決
）
で
否
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
市
長
は
議
案
を
一
部
修
正
し
た
新
た
な

平
成
型
年
度
補
正
予
算
案
を
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
の
修
正
案
を
提

出
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
賛

否
恥
刑
＆
禍
）

’
一

平成24年3月、6月、9月、12月及び平成25年3月議会で続けて否決

平成24年9月議会

過
去
の
悲
惨
な
戦
争
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
国
の
平
和
と
郷
土
の
平
安
、
家

族
の
幸
せ
を
願
い
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
戦

没
者
の
慰
霊
祭
は
、
遺
族
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
国
や
地
方
自
治
体
の
責
任
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
国
が
実
施

し
て
い
る
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
に
な
ら
い
、

県
内
７
市
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
市
主
催
に
よ

る
慰
霊
祭
（
追
悼
式
）
を
行
わ
れ
ま
す
よ
う
請

願
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
市
主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
（
追
悼
式
）

に
つ
い
て
は
、
無
宗
教
・
献
花
方
式
（
特
定
の

宗
教
、
宗
派
で
な
く
）
に
よ
る
献
花
で
追
悼
の

意
を
表
す
る
無
宗
教
の
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ

た
い
。

■
市
主
催
に
よ
る
戦
没
者
慰
霊
祭
（
追
悼
式
）

の
実
施
に
関
す
る
請
願
書

防
府
市
自
治
会
連
合
会
（
廣
石
聖
会
長
）

か
ら
、
請
願
が
出
さ
れ
全
会
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。
内
容
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

－7－


